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大阪湾奥沿岸部で考慮すべき災害

１．南海地震、上町断層帯地震

２．南海地震津波、遠地津波、大阪湾地震津波

３.高潮



大阪湾沿岸部の自然・社会条件

１．広大なゼロメートル地帯

２．人工島の地盤沈下の継続

３．地震による液状化

４．やや長周期地震動の影響

５．津波浸水と河川のそ上

６．地球温暖化による海面上昇と台風巨大
化の影響



三大都市圏は高潮、津波、洪水氾濫原
となっており、大規模氾濫災害を将来とも絶

対発生させてはならない



洪水危険度の東西比較

東京の氾濫災害

• ゼロメートル地帯（横浜市～
千葉市） 116平方㌔

• 人口 176万人
• スーパー室戸台風による高
潮の増分 40cm（＋60cm）

• 高潮で羽田空港以外は水没
• 荒川氾濫（200年に一度の大
雨）で東京メトロ、都営地下
鉄など136時間で大部分水没
（地下街も水没）

大阪の氾濫災害

• ゼロメートル地帯（芦屋市～
大阪市） 124平方㌔

• 人口 138万人
• スーパー室戸台風による高
潮の増分 80cm（＋60cm）

• 高潮で上町台地以外水没
• 淀川氾濫（200年に一度の大
雨）で大阪市営地下鉄など8
時間で水没（キタとミナミの地
下街水没）



昭和10年か
ら51年の50
年間で最大
2.8m地盤沈
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大阪の地盤沈下

１．沖積層の地盤沈下：地下水の過剰くみ上げ
が原因（圧密沈下）：旧臨海市街地

昭和60年（1985）まで地盤沈下が継続

２．洪積層の地盤沈下：関西空港や咲洲など
人工島の巨大重量による沈下

建設以来、現在も継続（咲洲：約50cm）



地震による液状化

• 地震の揺れによって、土層中の間隙水圧の上昇
による地盤支持力の低下（土から水が抜ける現
象）

• 1995年阪神・淡路大震災では震度5強の揺れが
10秒程度

• 将来の南海地震では、震度6強の揺れが3分以
上10分程度継続し、液状化の時間変化が起こる
と予想されている。現象は未解明



南海地震の地震波の伝播



予想される液状化被害

• 埠頭、岸壁、海岸護岸の不同沈下、せり出
しによる機能不全

• 道路の液状化による車両の通行不能
• 杭基礎以外の建物、構造物の沈下や傾斜
による全半壊

• 埋設ライフラインの浮上と寸断（マンホー
ルの浮上、共同溝の破損と浸水）







心配な，やや長周期の揺れによる超高層ビル，石油タンクの被災



南海地震時の大阪府の被害

• 長期間全域停電する。
• 水道、ガス、電話サービスが長期間中断する。
• JR、阪急、阪神、京阪、南海、近鉄電車、大阪市
営地下鉄、ニュートラムなど鉄道が停電で止まる。

• 名神，近畿，中国自動車道，阪神高速道路は通
行止めになる（震度5弱以上）。

• 国道、府県道をはじめ市道の信号が停電で機能
せず、大渋滞が起こる。

すぐに陸の孤 島になる





中部・近畿地方の主要活断層（M7以上）

上町断層帯

生駒断層帯
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松屋町筋と谷町筋の間で上下に約2.5m食い違う



地震危険度の東西比較

東京：首都直下地震

• マグニチュード7.3
• 死者 1万1千人
• 家屋の全壊 約85万棟
• 帰宅困難者 650万人
• 避難者 約700万人
• 震災ガレキ量 9,600万㌧
• これと東海地震はいつ起こ
ってもおかしくない。

大阪：上町断層帯地震

• マグニチュード7.5
• 死者 4万2千人
• 家屋の全壊 約97万棟
• 帰宅困難者 200万人
• 避難者数 約550万人
• 震災ガレキ量 1億2千万㌧
• 先に南海地震が発生する確
率が大きい。



やや長周期地震動の影響

• 大規模構造物、超高層ビルの固有周期と
よく似ているので、共振現象が起こる。

• 超高層ビルがどの程度揺れるかについて
は、まだ確立した方法はない（杭を通して
建物に入った地震エネルギーの減衰過程
が未解明。柏崎刈羽原子力発電所問題）





津波の遡上問題

• 市内河川を津波が遡上する。
• 津波高は最大2.5m程度（O.P.+4.7m）
• 堂島川、土佐堀川では護岸から20cmまで
水面が上昇

• 三軒屋水門などからの浸水危険性
• 咲洲の外周道路等（現状はO.P.＋4m）は
水没（最大6時間程度）
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地球温暖化と高潮環境変化

地球温暖化が進めば、

１．海面上昇（海水温度の上昇による膨

張が主因）：59cm（2007年：IPCC第４
次調査報告書）

２．台風の強大化（台風は発生しにくくな

るが、発生すると発達する）



1934年 室戸台風死者:900人

1950年 ジェーン台風

1961年第二室戸台風 死者はなし

高潮の潮位変化

大阪における 昭
和の高潮災害



昭和の3大高潮災害の氾濫域
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阪神・淡路大震災










